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2023年における
CTのトレンド
　2022年はフォトンカウンティング検出
器CT（photon counting detector CT：PCD 
CT）元年と呼ぶに差し支えない1年となっ
たが、2023年も引き続きPCD CTがトレ
ンドを牽引することとなるだろう。PCD 
CTについて、すでに十分な知識を有する
読者も多いと予想されるが、はじめに簡
単にPCD CTの特徴を解説する。
　図1に、従来のシンチレータを用いた
検出器であるエネルギー積分形検出器
CT（energy integrating detector CT：EID 
CT）とPCD CTで収集される情報量の違
いを、断面画像の模式図で示す。EID CT
では1枚の断面画像を取得するところ、
PCD CTではX線エネルギーごとに複数
枚の断面画像を得ることができる。エネ
ルギー binの幅や数は目的によって様々
であり、ここでは3binの例を示している。
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2023年におけるCTのトレンドの1つは、昨年に引き続きフォトンカウンティング検出器CTとなるだろう。高空間分解能
イメージングやマルチエネルギーイメージングなど、様々な応用が期待される一方で、価格や供給の点からも導入される施
設は限定的となるだろう。その他のトピックとして、利用が急拡大している深層学習応用再構成法なども注目を集めると予
想する。

　One of the trends in CT in 2023 will continue to be photon-counting detector CT. While various 
applications such as high-spatial-resolution - and multi-energy imaging are expected,the number of 
facilities that will introduce this scanner will be limited due to price and supply.Other topics of the trend 
include deep-learning reconstruction methods.
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図1	 EID	CTとPCD	CTで得られる情報量の違いの一例

図2	 Photon	counting	detector	CTの撮影モード
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また、1枚の断面画像に着目した場合、
PCDの有する高密度な検出素子によって、
従来のEID CTよりもxyzすべての空間分

解能の高い画像を得ることができる。
　このように、PCD CTは高い空間分解
能の画像と同時に複数エネルギーの画像

を得ることができるが、EID CTよりも1画
素に対するフォトン数が大幅に減少し画
像ノイズが増加することとなる。このた
め、現実的なアプリケーションでは、目
的に応じて複数の画素を束ねて使用する
ことが予想される。図2に示すように、
エネルギー分解に特化する場合には空間
方向の隣接画素を従来CT程度のサイズ
まで束ね、空間分解能に特化する場合に
はエネルギー方向の同一画素を束ねるこ
とで、画像ノイズの増加を抑制すること
ができる。
　このようにPCD CTは、dual energy CT
を上回るエネルギー分解能と、高精細CT
のような高い空間分解能を兼ね備えた装
置であり、様々な研究でその臨床応用が
話題を集めることとなるだろう。しかし、
現時点で製品化しているのはSiemens社
のNAEOTOM Alphaのみであり、また高
価格帯の旗艦装置であることから、当面
の間は限られた施設に導入されるのみと
なるだろう。
　2023年のもう1つのトレンドとして、
深層学習を応用した画像再構成法である
deep learningbased reconstruction: DLR
を挙げる。2018年に販売が開始された
DLRであるが、当初は搭載する装置がご
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図4	 NAEOTOM	Alphaの装置外観 図5	 立位CTの装置外観
（キヤノンメディカルシステムズ株式会社Webサイトより引用）1）

図3	 腹部低線量CTのhybrid	IRとDLRの画質比較
a　hybrid IR
b　DLR
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